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エリザベス・ボウエンにおける幻想と不協和音

一一一アイルランドとイングランドの狭間で

水之 江 郁 子

The past is veiled from us by illusion-our own 

iIlusion. It is that which we seek. It is not the past 

but the idea of the past which draws us. 

Bowen， The Mulberry Tree 

I は じめに

「感性の作家J(a writer of sensibilityl) として，推[読を重ねた繊細!Iで美しい文章を称え

られた小説家エリザベス・ボウエン (ElizabethBowen， 1899 -1973)は，他方で保守的

な上層中流階級の制約を体現する作家として，多くの批判を浴びた。そして， しばしば

120世紀と共に歩んだ」とも形容された彼女は，日本においても相当数の長編・短編が翻

訳されたにもかかわらず，特別に注目されるには至っていない。その死後40年近い年月

を経て，何故いまボウエンを採り上げるのか?

その 40年，女"企作家の作品が，女性であるがゆえに注11され，その価値が強調された

背景の中で， 1フェミニストではないJ2ことを宣言していた彼女は，決して存在感を示し

ていたとは言えない。しかしそれにもかかわらず， 90 年代以降数少ないながら着実に

研究が積み重ねられメ近年のボウエン再評価の試みに結実してきている。最新のアイル

ランド研究誌 The!rish Reviewにも， 1ここ 20年1111J"という表現でボウエン研究の活況

が語られているが，ハーマイオニー・リーは 1981年に評伝の出版を志した時.いかに困

難に直面したか.いかにボウエンに対する関心が低かったかを再版(1999年)の序文に

記している。5多くの作家の場合に見られるように， 1999年に生誕 100年を迎えたことが.

さらなる再評価を促す節目となって.現在に繋がったとも言えよう。

さらに， 2008年には.彼女が30:年1mにわたって者・き続けたラヴレターのかなりの部分

が.Love's Civil War: Letters and Diaries， 1941 -1973として出版される運びとなった。

2009年に入ると.文芸批評において世界的に最も影響力が大きいと思われる書評紙中の

二つ TimesLiterary SzφρlementとLondollReview 01 Booksが揃って向者を採り上げ，

ともに長文の解説と批評を試みているが，(;1司書が筆者にとっても新たな関心を呼び覚ま

されるきっかけとなった。 1930年代の一時期恋人であった作家ショーン・オフェイロー
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ンが，ヴ アージニア ・ウルフの繊細な美しさに対し

て，'handsome'と表現 したことで知られるボウエ

ンの堂々 として冷たくさえ見える肖像 (写兵 1)に，

熱い血がめぐり始めたように感じられたものである。

ボウエンのラヴレタ ー・ーそれは. ととの評伝にも書

き留められながら，いずれにおいても戦争という異

常な状況を背景として生じた一時の情事として扱わ

れ，近年に至って最期のH寺まで続いた友情と記述さ

れるようにな った相手，カナダの外交官チャール

ズ ・リ ッチ ー (CharlesRitchie. 1906 -1995)との

聞に交わされたものである。二人が会う ことのでき

たl時間は短く ，1週間と共に過ごしたことはないし

また出会いの頃を除いては年に何回も会えていない。

写真1Elizabeth in Regenl's Park， London， 1946 しかし 少なくと もボウエンは 111ft一人の恋人」へ
How Will the Heart Endure扉績ページより

の手紙というかたちをと って， 日常の些事から文学

論や外交問題まで，あらゆる ことを話題として書き続けている。

以上のように，新たな側面も加わって.最近活発化しているボウエン研究の中で，この

小論が目指すことは.アセ ンダンシー (Ascendancy)階級，すなわちイギ リスからアイ

ルランドへ入植したアングロ ・アイ リッシュの支配階級という出生から定められた立場が.

彼女の考え方・生き方に， したがってその作品に，どのような影響を与えていたかを，再

考することである。

E 残された書簡

エリザベス ・ボウエンが40代前半にチャールズ ・リ ッチーと出会い，加li癌で亡くなる

までの 30余年!日'J. 週に何回か書ーき綴った手紙はおびただしい数になると思われるが，そ

の全てが残存 しているわけではない。第一に.彼女の子E後書き手に返還されたリ ッチーか

らボウエンに宛てた手紙は，全て破棄されている。第二に，ボウエンの手紙も，その全容

が残るわけではなく. リッチーによ って処分されたもの. 一部が切り捨てられたものも

多々ある。すなわち，そこには リッチーの編集が加わっていることを，I:UI仮にl捺してヴイ

クトリ ア ・グレンデイニングが解説している。7

しかし リッチー側からのメッセージの欠如を補うものとして，彼が書き続けた日記が

ある。それが手紙に対応する日付を追って挟み込まれていることで，書かれた状況も，二

人の間に交わさ れた内容b 読者に伝わりやすくなっている。ボウエンがリッチーに読ま

れるために書いたものと， リッチーが自分自身のために書いたものを同時に読み進めると，
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時に違和感を覚える状況も生 じるが.またI時には不

思議なほど両者がH手応することを感じさせられるの

である。

カナダ外交の黄金時代とされる。後の首相レスタ

ー ・ピアスン (LesterPearson)とその盟友たちが

カナダ外交を動かしていたころ.若き外交官として

頭角をあらわしたのがチャールス ・リッチーであっ

た。彼はノヴァ ・スコシアの名家出身で.兄はカナ

ダ最高裁判事となっている。ロンドン.パリ，やが

て続くボンには. 1954年初めて大使として赴任し

た。そして 1958年には国連のカナタ引大使かつ永久

代表と してニューヨークへ向かう 。|主l)iliでは安全保

障理事会の議長という要J[l般に就き， 1962年にはア

メリカ合衆国へのカナダ大使となる。NATOや

共立 /KI際研究第 28号 (2011) 

写真 2 Alan Cameron & Elizabeth Bowen墓碑銘

(2009年筆者撮影)

EECの代表，ロンドンにおける英連邦カナダの高等弁務官も歴任する。つまり外交官僚

としてはトップの座に登り詰めた人物である。 しかしその多忙な中で克明に日記をつけ

て，仕事に関する記述を 1:13心に線めた回想記を出版し.8['文筆家」としても知られている。

リッチーとボウエンの出会いは. 1941年共通の友人の子供の命名式がロンドン郊外の

教会で、行われたH寺であった。当時42歳のボウエンは.すでに作家として名を成し教育

行政の専門家である夫アラン ・キャメロン (AJanCameron. 1893 -1952)との結婚生活

も18年を経ていた。そしてリッチーとの交際を始める-j'j， ボウエンはキャメロンの要:

であり続け.それはキャメロンが亡くなるまで 10年余り続いた。離婚は全く思考の範囲

に入らず，悩む対象にもならなかった と言われている。肉体的には結婚が成就していなか

った と推測する記述も多いが， 二人とも宗教的観点から結婚制度に異議は無く ，二人は常

に支えあい，尊重しあう存在であったし亡くなってからは.アイルランドのボウエン宅

に隣接する聖コールマン教会 (StCoJman's Church. Farahy)墓地に揃って埋葬されてい

る。墓碑銘には. ['私たちは，見えるものによらず.信仰によ って歩むJ(写真 2) と記さ

れ.その教会では毎年ボウエンを記念する礼拝が行われて， スピーチの一部は出版もされ

ている。9

ボウエンは.夫の勤務地オクスフォー ド在住H寺からしばしば文芸サロン的会合をもち，

アイザイア ・ベル リン，モーリス ・パウラ，アイ リス ・マードック等々鋒々たるメンバー

を集めて，その中心になっていたし夫の昇格でロンドンに移り住んでからも文化的に華

やかな交際は広がっていた。|止に知 られたブルーム ズペ リー ・グループとも親交を保ちな

がら一線を画していたのは，あからさまで‘過激なほど価値があるかのような行動をと った

ブルームズペ リー ・グループに対 して，ボウエ ンは活発な会話と社交を大切にしながらも
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「限度を保っていたjという指摘がある。10また，後年リッチーの 11記に書き残されたボウ

エンの同グループに対する見解は，彼女自身をよく表していると見ることができょう。

She made me see the ingrowingness of that little Bloomsbury world; their 

appalling habit of writing endless letters to each other， of analyzing， betraying， 

mocking， envying each other， of the kind of amusement they had， and the kind 

of pains of jealousy and treachery which they inflicted on each other'一11

なお.上記のようなオクスフォード大学関係者仁彼らに連なる知識人たちを友人として

いたボウエンであるが，彼女自身は大学教育を受けていない。しかし作家としての活眼

で，プリンストンやペンシルヴェニア，プリンモア等数々のアメリカの大学から講演・講

義に，またキャンパス在住作家として.招聴されているしやがて晩年にはダプリンのト

リニテイ・カレッジでもオクスフォード大学でも名誉博士号を授与されている。さらに国

家の勲章 CBEも受けている。

2008年に‘Love'sCivil War'というタイトルで出版された書には.その名の通り愛し合

う男火問の内戦とも言うべき微妙な!Wけ引きや正面からの感情のぶつかり合いが記録され.

さらに.各々の内面における葛藤も書き綴られる。ボウエンは 1952年53才の時，夫キャ

メロンに先立たれ，著作という仕事一筋の生活に向かうが，英米の雑誌 12への雑文寄稿

を含めて経済面の自立に必死であった。背景には，後述するが，アイルランドのコーク近

くに所有した先祖代々受け継がれてきた「大きな館J(the Big House吋を維持するとい

う経済的重荷があった。一方キャメロンの死の 4年前に， 1外交官にふさわしい妻」を求

めて.又従妹のシルヴイアと「普通の結婚jをしていた 7歳年下のリッチーはまだ若く.

その‘CivilWar'の勝敗はリッチーに分があると見倣されていたが.それにもかかわらず.

やはりリッチーもボウエンを離れた人生を思い描くことはできなかった。ボウエンに先立

たれ.打ちひしがれたリッチーが，ペルメルのクラブの使筆に残した走り書きには，いつ

何時悲しみの衝撃に襲われるかわからない困惑とともに，自らの死の時まで果てしなく続

く起伏のない平原を見ていることが記されている。H 特にボウエンの死を悼んで現れる

人々を通して，初めて知る彼女の世界の大きさに圧倒され， 日記は，そして同書は，以下

のような言葉で閉じられる。

1 need to know again from her that 1 was her life. 1 would give anything 1 

have to give to talk to her again， just for an hour. If she ever thought that she 

loved me more than 1 did her， she is revenged.IS 

もっとも.彼の生活には，安とボウエン以外にも，他の女性たちの姿が常に見え隠れして

おり，この言葉が真に 30年11:]を繊める言葉であるとは受けとめ難い。前述した The

!rish Reviewの論文は.深くのめり込んで、いたのは明らかにボウエンであると結論づけて

いる 16あるいは，もっと単純に，愛に対する男性と女性の感じ方.考え方.そして行動

の相違が，如実に現れているとみることができるかもしれない。
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同書を，このような男女の関係の記録として読む

とき，そこには誰にも訴える力を持つ「愛の世界JI7

が繰り広げられているが，同H守に 30年の歳月の流

れを忘れさせる繰り返しによって 18どこを開いて

も同じような印象を与える部分が構成されているこ

とに気付く 。 しかし 二人の関係は，第二次世界大

戦中の大空襲を受けるロンドンから ij没後の問題を

山ほど抱えた社会へと移り変わって行く現実の1:1:1で.

展開されたのである。ボウエンはその激動の社会と

どのように関わり.どのような影響を受けたのか，

リッチーとの関係から何を読み取れるのであろうか。

E ボウ工ンとアイルランド その 1

夕陽があたりの風景を溶かして，やがて全てのも

共立国際研究第 28号 (2011)

写真 3 Elizabeth at Bowen's Couパ
Bowen's Court扉裏ページより

のが「火とガラス」で作られているかに見えるころ 新鮮な匂いを立ちのぼらせる干草の

山々，むこうの丘陵には誰も足を踏み入れたことのない森林とその木々の聞を包み込む黄

金色が，天上の世界へ思いを向かわせる・・・そんな光景の中を女がただ一人，後部座席にコ

ートを投げ入れて.ファミリ ーカーを走らせている。子供たちをベッドに寝かしつけ，夫

と伯母を置いて出てきた彼女は. 11寺々腕時計に目をやりながら，スピードを上げる-ーいエ

リザベス・ボウエ ンの世界を凝縮 したよ うな短編小説「夏の夜J(“Sumrner Night") の冒

頭であるが，その光景はアイルラン ド・コークの北方， ミチエルスタウンとマロウの!日1の

地，彼女が7歳までの幼少Jmを過ごしその後長じて，ボウエン家のただ一人の跡継ぎと

して所有者となったボウエンズ・コ ート (Bowen'sCourt) (写真 3)があった辺りを活写

している。ボウエン自身も，この冒E買の描写を 「揺るぎようもなくコーク州J(unshake-

ably County Cork) であるとし同時にそれら短編小説が自身の作品群の仁1:1で芸術的に

最も納得のいくものであると述べていた。19

皮肉にも，そのすぐ近くには.エリザベス朝の大詩人エドマンド ・スベンサー (Ed-

rnund Spenser， 1552 -1599)が.女王の命を受けてアイルランド統治を一層強固にすべ

く派遣された|祭の城跡があり. iスペンサーの塔J(Spenser's Tow巴r)が今もポツンと残

っている。美 しい宮廷恋愛詩で名 を残すスペンサーが. r妖精の女王.1 (The Faerie 

Queene) の一吉11のみならず，アーサー ・グレイ総督の下で.いかにアイルラン ドを支配

下に置くかという政策を提示，権力や富への渇望をあからさまに表現した「アイルラン ド

の現状に|刻する一見解J20という問題の文書を書き綴った地でもあるのだ。

ボウエン家は，エリザベスl閉まで遡るわけで、はないが，イギリスのアイルランド支配に
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おいて，最も深い傷跡を残したとされるオリバー・クロムウェル 21の時代に.アイルラ

ンド征服の功績で土地を得た家柄である。もともとはウエールズの名家であったという。

そして.ボウエンズ・コートが建てられたのは，アイルランドの「大きな館」最盛期とさ

れる 18世紀であった。ボウエンは，長い一族の歴史と，館の建築，さらに内装や家具.

そこにおける生活様式も描きこんだ大作Bowel1'SCourtを残しているが，そこでは祖先

の功績とされることが.実は好ましくない行為であったこと.その館を存在に至らせた暴

虐が，美しく均整のとれた建築で覆い隠されていることを率直に認めつつ，やがては消え

ゆく運命にあるアセンダンシ一階級というアングロ・アイリッシュの生活と文化をいとお

しみ.ユーモア豊かに描出している。 20世紀初期，次々と焼き討ちに会う「大きな館」

の運命を全身で受けとめていたとも思われる。

エリザベス・ボウエンの生まれは 法廷弁護士であった父の職場があるダプリンであっ

たが.その後まもなくボウエンズ・コートに移り住み，典型的な「大きな館」の生活を体

験する。しかし. 7才の時，父は神経衰弱が高じて入院することになり，医師の勧めに応

じて，母方の一族が住むイングランド南東部のケント州ハイス (Hythe)に母とともに移

り住むことになる。母の愛を一身に受けて，感受性の強い，賢い子として成長するが. 13 

才で最愛の母を病に奪われる。その後は母方の，ボウエンが‘acommittee of aunts'と名

づけた叔母たちに世話をされ.その聞には病の回復によって再婚をした父のもとに送られ

て過ごす時期があり，その頃からアイルランドとイングランドを何回も往復することにな

る。学校教育はイングランドの寄宿学校で受けるが，読書を通してアイルランド文学に強

く影響された。

この時期が，ボウエンのその後の生活や作品執筆に影響を与えたこととして.二点が特

筆される。第一に，何事も「気付かない振りをして，やり過ごそうとすることJ(cam-

paign of not noticinlf2)であり.父の病による家庭内のつらい体験がもとになっている。

次に，そのことによって導き出される「蓋をした生活JOife with the lid on23)で，何事

かによって.その蓋が外れた時に.その生活に裂け目ができた時に，真実が現れ出てくる

という。ボウエン作品はその観点から解釈されることが多い。

寄宿学校時代から級友たちとともに. Iまず結婚をしなければ，落ち着いて他のことに

取り組むこともできないj24と考えたボウエンは.24才で念願の結婚生活に入り，イング

ランド人の夫キャメロンとともに.ノーサンプトン，オクスフォード，ロンドンと居を移

すが. 1年のうちの一定期間はボウエンズ・コートで過ごしていた。それでも夫の仕事が

あるうちは，イングランドでの生活が中心であったが，夫が心臓発作で|回復も危ぶまれて

からは，二人でボウエンズ・コートに移り住み.空襲にあったロンドンの自宅を手放して

いる。ボウエンも書き記した通り. I大きな館Jは. I'l<l外の基準では必ずしも大きいわけ

ではなかったがYそれでもそこにおける伝統的な生活と文化を維持するのは.多大な経

済的負担を意味していた。
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やがて夫の死によって，また社会の変化によって，ボウエンズ・コートの維持はますま

す困難となり， 1959年60才の時，ついに不可避の現実にi立而iすることとなる。 1960年彼

女は最後にその地を訪問し最初に購入を申し入れた地元のアイルランド人に売り渡した。

買手は，館に住み込んで保存するという約束に反して， 1年も経たないうちに館を完全に

粉砕しそこはただの更地に戻った。しかしボウエンは毅然として.その最後を「廃擁

にならずに，さっぱりと終わった」と書き記したのである。

It was a clean end. Bowen's Court never lived to be a ruin.26 

ロイ・フォスターは，その地についての記述である Bowen's Courtの執筆を.まさに

「ピエタの行為」であり「追懐の行為」であると強調している。27その後もボウエンは.友

人の館を訪問したり，死の|立前にもアイルランドへ足を運んだりしているように，二つの

国を行き来し続けた。

なお，彼女は，アイルランド・イギリス間の往復だけでなく.プリティッシュ・カウン

シルの文化使節として，鉄のカーテン時代の東欧へも講演旅行をした。ハンガリーやチェ

コの人々と接する仕事を.喜びをもってこなしている様子が. リッチーへの手紙にも記さ

れている。さらに，雑誌への寄稿や小説の出版によって人気を得たアメリカ合衆国へは何

回も招聴され，ニューヨークを初めとしたさまざまな都市で時を過ごした。特に， リッチ

ーがオタワにいる時は.モントリオールまで飛んだり，リッチーがニューヨーク滞在とな

れば，何度かその地へ向かったりしている。そして.彼-Ý~の作品の多くに「旅する人」が

描かれ， I到着」と「旅立ち」の場ITIIが重要な役割を担っているのである028

N ボウエンとアイルランド その 2

第一次世界大戦時と同様に.第二次世界大戦においてもアイルランドは，デ・ヴァレラ

に率いられて中立を宣言した。その人々の本心は.一体どこにあるのか?アイルランドに

も館を所有するボウエンは.アイルランド人として入国が容易であることを利用して.頻

繁にアイルランドへ赴き，イギリス情報局 (Ministryof Information)のスパイ活動にか

かわっていた。そして，尊敬するウインストン・チャーチル宛の報flt書・を幾度となく提出

している。文学的な重要性は疑わしいとしても，ボウエンn身はこの仕事に相当な重きを

置き.執筆に力を入れていた。一方.それらを受け取ったチャーチルや戦時政府も，参考

資料にしたと言われる。却特にアイルランド南部・西部の港をイギリス軍が利用できるか

という問題が浮上していた。30また.ボウエンは，アイルランド人が戦争に巻き込まれる

ことをいかに恐れているかを説いていて，没後 Thelrish Timesが彼女の記事を引用し

ている。311945年のリッチーへの手紙には.世界平手11を100%喜んで元気なのはアイルラ

ンド人だけではないか.と述べてもいる。32

当時一般的にはイギリス・アイルランド聞の旅行が禁じられて，アイルランドでは田舎
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はもとよりダプリンでも，人々がイングランドの状況.イングランドの意図.考え方等を

理解せず.危険な誤解やII~が増えつつあった。その中で.ボウエンは努めてさまざまな

人々と触れ合い.イングランド人のアイルランドに対する善意を明らかにすべきであると

主張する。33著名な政治家や作家，爵位を持つ人々だけでなく，電車，カフェ，ホテルの

ラウンジ等で会う人々，テニスクラブの試合を見物する人々を対象に，彼女は話しかける。

イングランドがアイルランドの中立を尊重しないのではないか， という疑念は危険だ，イ

ングランドはアイルランドに派兵の意図がないことを明示すべきであると，ボウエンは繰

り返し力説する。失った北6州を取り戻すためにもドイツの力を借りたいとする考え方は.

若い人々にみられるものの.それほど強力なものではない，イングランドの意図や態度に

対する不安や誤解の方がはるかに危険であるとも述べている。しかしアングロ・アイリ

ッシュの人々に対しては，アイルランド人と運命を共にしようとせず，イングランド側に

身を寄せようとする態度を批判している。34なお，ボウエンはいつも‘England'と言い，イ

ギリスすなわち‘Britain'あるいは‘UK'という感覚はなかったと思われるしリッチーへ

の手紙にはスコットランドに対する驚くほどの偏見を表している。お

!liJ報告書で，当時ダプリン市長であったクラーク女史 36について，ボウエンは強い反

感を示す。対立候補無しで当選した彼女を，次のように描写する。

Mrs. Clarke. A fanatical elderly woman of whom someone said to me“She 

has not thought since 1916." ... 1 have met no one， so far， with whom Mrs 

Clarke is popular. It is felt she uses the Mansion House for her own purposes， 

and some of her activities ought to be checked.37 

この筒所は，女性市長としてのiiiiUl'rlを伝えられるクラークt:.史に対する評価が妥当か否か

は別として， リッチーに宛てた書簡に記された「高尚な女性たちjに関するボウエンのコ

メントを思い出させる。自信と満足感に溢れる女性の大学教授たちが，人々の友であると

言いながら.人々に対して全く無感覚で、あることを，ボウエンは感じ取る。おそれに加え

て.政治的には穏健な保守派を貫く彼女に，イースター蜂起以降の戦乱を肯定する女性へ

の激しい嫌悪感が現われていても不思議ではない。

以上のように，二つの凶を行き来したボウエンであるが. どちらにも完全には溶け込め

ない部分があった。どちらに対しでもアウトサイダーで， リッチーと同様にイングランド

の上流社会に出入りしながら， -)j"で、二人はカナダとアイルランドという植民地意識を共

有し距離を置いて観察する立場をとる。しかしそのような状況にあって，ボウエンは

そこへ来る人々を取り込んでしまうアイルランドという土地の魅力を見出していた。“Ire-

land Makes Irish"と題した短文は， rこの小さな活気ある固に住み着いて，その国のもの

とならないことは不可能」とさえ言っている。何世紀にも亘って，訪れる人々を惹きつけ.

定住する人々のうちに火を灯し.彼らを自分たちの複製 (replicas()f her own)にしてし

まう……歴史を振り返り，ストロングボウに始まり，エリザベス朝の人々やクロムウェル
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軍と共に来た征服者たち.彼らは結局アイルランドに留まって.土地を所有し，アイルラ

ンドを自らの聞として愛することになったではないか。

No country， probably， has taken a sweeter or by the end more gentle re-

venge upon its invaders.39 

まさにこの言葉この随想こそ.ボウエンのアイルランド観を.端的に示していると言えよ

つ。

v r最後の 9月.] (The Last September) 

実社会におけるボウエンのアイルランドとの関係が.作品に反映されたものは少なくな

いが.ここでは初期の作品で、ありながら.完成度の高いことで知られる『最後の 9月J

(The Last September)について.多少の考察を加えてみたい。ボウエンが「最も自分の

心に近い作品J(nearest my heart) と述べたことは，よく知られている。

舞台は，コークに近い「大きな館jダニエルスタウン (Danielstown)である。ボウエ

ンが一族の年代記Boωen'sCourtに記したボウエンズ・コートそのままで.館の主ネイラ

一家 (theNaylors) も，同じくアングロ・アイリッシュである。彼らは，長くアイルラ

ンドに暮らす中で，アイルランドを理解し，アイルランド人を友に持つ。そして.イング

ランドからの友人の自信過剰.倣慢さに傷つきながら.しかしそれを表に出すことはで

きない。また.一方で.理解し合っているつもりのアイルランド人からは.両者の聞にく

っきりと境界線が引かれていることを思い知らされる。イングランド人に対しでも，アイ

ルランド人に対しでも.細治、い神経を使い.どちらにも心底から心を許すことができず，

暖昧な態度を取らざるを得ない。イングランド人はもっと歴史を心に留め，アイルランド

人はもっと歴史を忘れられればよいのに…とボウエン自身も|嘆いている 040

無邪気な少女と大人の女性の聞を揺れ動く主人公ロイス (Lois)は，館の主の姪として

ダニエルスタウンに滞在しているが，常になにか充たされない思いを抱えている。この館

とそこでの生活の美しさに惹かれながらも，同時に違和感を拭い去れない。跡継ぎではな

く姪であるために，少し距離を-Hiいて斜に構えることが許されたのかもしれない。彼女は

イングランド人兵士ジェラルド (Gerald)に胸をときめかすが.まだ恋に恋したに過ぎな

いことが次第にわかってくる。そして彼は，アイルランド人の待ち伏せによる銃弾で，敢

え無く死亡し別離が揺るがぬものとなる。それまでに高まっていた二人に対する周囲の

心配は，アングロ・アイリッシュの人々のイングランド人への不信感を露呈していた。伝

統や現実の利益から考えれば，イングランドに身を頂けることが自然に思われるが.それ

ができないネイラ一夫妻の言動がユーモアをもって姉かれている。同時に，ロイスはジェ

ラルドを「好き」であると信じて婚約までしたものの.彼女を包む状況を本当には理解し

ていなカ、ったことも明らカミになる。
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Why was Lois， at her romantic age， not more harrowed or stirred by the na-

tional struggle around her? In part， would not this be self-defence? And world 

war had shadowed her school days: that was enough-now she wanted order:11 

まだ一人立ちできない若い女性を，I暖かく見守る作者ボウエンの言葉である。また，この

二人の関係は，アイルランドとイギリスの関係を象徴するとも解釈できる。まだ独立国と

して自立するに至っていないアイルランドを.自意識が強く.自らのアイデンティティを

確立しようと懸命な若いロイスに託し.一方ジ、エラルドはイングランド人の典型を示して

いる。ロイスは言う。

Gerald is so matter of fact. Nothing could make him into a tragedy_42 

ところが，皮肉にも，銃弾は一瞬にして彼を， I高遇な大義のために命を落とした英雄」

にしてしまう。誰も内心そんなことを本当には信じていないながらも，戦争は戦死者を英

雄に祭り上げ，死を美化しようとする。醒めた理性による一種の風習喜劇的な趣きと.繊

細11な情!惑を織り込んだ不思議な作品となっている。

時は 1920年という混乱の時代.アイルランド独立戦争 (theIrish War of Indepen-

dence1)というゲリラ戦の真只rlclである。 派遣されたイギリス兵たち 1.1はジェラルドも含

めて.普段はアセンダンシーの館でテニスやダンスに加わることもしばしばであった。そ

して.思わぬところに狙撃兵が潜んでいる。この状況を舞台として，多くの作家たちが長

編・短編小説を創作しているが，このH寺期の「大きな館」をこれほどまでに鮮やかに描き

出しアイルランド人.イングランド人.その狭間に立つアングロ・アイリッシュと呼ば

れる人々を.各々その関係の"11で，とくにその微妙な男女1/1]の会話，動作などを通して表

現し切っている作品は，決して多くはないであろう。

例えば，この作品では，ネイラ一家を何年ぶりかで訪問するモンモランシ一夫妻 (the

Montmorencys) を初めとして，計f~ もがこの館との関係，そのJAい 111 を強調する。そこに

アイデンテイティを見出そうとするかのように，現実の場所としてよりも「思い出の地」

となっていることがわかる。記憶の中に存在して思い出される場所は，現実のように変化

をしない。しかし実は変化している館やそのあり方を，各I'Iが気付いていく。ロイスに

とって，ヒユーゴ (Hugo)は.かつてほローラ (Laura)が結ぼれたかもしれない男性

と知りつつ.その魅力に抗えない。一方.ヒユーゴは 10歳年上の病弱な妻フランシー

(Francie)をいたわりながらも， イングランドの婚約者との結婚を間近に控えた訪問客マ

ーダ (Marda)に激しく;泣きつけられる。彼にはローラとの過去が無かったかのような，

jよLい違いであったかのような気がしてくる。ヒユーゴの意識のr:jlで過去が塗り替えられて

いく。フランシーも決して口には/1¥さないが，二人の関係に気付かないはずはない。敬愛

するジェイン・オーステインと同様に.冷徹な日で人間観察をしながら.的確な言葉の選

択で，人生の哀しみや可笑しさ，アイロニーを決して過激にならずに纏めていくボウエン

は，常に「土地に対する感覚J(a sense of place)に鋭敏で、あったと言われるが.ここで
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はダニエルスタウンを '11111としてストーリーを展開させてし、く。

また.土地に根ざした'USをするアセンダンシーは，土地を離れることのないアイルラ

ンド人と共通するところがあり，イングランド人の浮遊する生活を i!j"Jeできない。ジェラ

ルド、の否定的要素の一つは. I家Jや「家族」という背景が読めず. I例人」しか見えない

点である。彼にも親族はいるが.皆ぱらぱらに散って暮らしている。 1;-)

ヒユーゴの激情に気付いて動揺するマーダは.滞在を切り上げてイングランドへと向か

う。ヒユーゴとマーダとの|則係を主uったロイスも. -Ifilり大人になってフランスへ旅立

つO iG残されたダニエルスタウンは，近隣の二つの「大きな館jとともに，ある夜アイル

ランドの暴徒の焼き討ちにあい，崩壊した。この時期の多くの館と)lli命を共にしたのであ

る。それはアセンダンシーの館の「死」であり，一つのIIS代の終詣であると同時に，地元

のアイルランド人によるアセンダンシーに対する「処刑IJJ(execution)でもあったのだ。 17

この作品の時代背景が 1920年で，ボウエンが執筆に当たったのは 1928年，出版は翌

1929年である。そして，執争時のボウエンは既に作家として認められ，夫と共に「別 111:

界」オクスフォードでの生活を満喫しながら. 1920年のアイルランドを振り返っている

わけである c その 8年という時の経過は.ボウエン個人の人生においてのみならず，アイ

ルランド社会に関しでも.大きな変化をもたらした。ゲリラ戦は 1922年のイギリス・ア

イルランド条約によって終結し国土が分割された。その条件を巡ってアイルランド史上

最悪の内戦となり，イギリスに残った北 6州、|が「北アイルランドfllH出J(the Troubles) 

の発端となる。

1920年代末には，事実トー終需を迎えていた「大きな館Jの生活は， しかしながら，そ

の後北アイルランド問題の激化と共に.小説の中に再登場する。ウィリアム・トレヴァー，

ジョン・パンヴイル.ジ、エニファー・ジョンストン等々の作品に“theBig House Novels" 

の流れを見出すジョウ・クリアリーは.次のように指摘する。

-・・thetwentieth-century version acquired a more elegiac Chekhovian ca 

dence: a rueful emphasis on the grace of a lost civilization tending to soften 

memories. sometimes to the point of willed amnesia. of the violent monopoly of 

power that sustained the Ascendancy world:'8 

ボウエンの描き出した i!I:持は，アセンダンシーの最後を見州えながら，まだ過去の華やぎ

を肌で体験した感覚を残している。同時に，ヒユーゴに代表されるような過去の忘却ーそ

こには.無意識にせよ，捨て去ろうとする思いが働いていることが読み取れるがーそれが.

世界を次第に覆っていくことが暗示されている。そう考えれば，ボウエンを，続く“the

Big House Novels"第二1":代への先駆けとも見倣しうるであろうか。
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VI おわ り に

その後，ボウエンがリッチーに.執筆にかつてないほど苦闘したことを打ち明けYか

つ“ToCharles Ritchie"という献辞を記した『日ざかりj(The Heat 01 the Day)では，

戦時下のロンドンを舞台に.階級や世代間の流動性を附した社会が拙かれ，その境界を越

えて生きる男女の愛や裏切りがテーマとなるが，主人公ステラとロパートの関係は.ボウ

エンとリッチーの関係から生みwされたと言われるom死の恐怖に直面したロンドンには，

あらゆる規範や束縛からの解放があった。その中でステラは.附級的に性的に解放された

生き方を示すが，ステラが生きる):fJfiJを見出す鍵となる役割を与えられるのが，アイルラ

ンドの「大きな館」マウント・モリスである。

続く『愛の世界J(A World 01 Love)では，再び"1心にアイルランドの「大きな飢」

が置かれている。それは， rまだ住んで、いる人がし、るとは忠わなかったJと驚かれるほど.

近隣のアイルランド社会にも存在を忘れ去られた.孤立して隔離された場となっている。

『最後の 9月』よりも一層過去の産物となった世界で，そこに最も存在感を示すのは死者

ガイ (Guy) である。彼の周 IJHの人々それぞれの}G~ ~、 11'1 に生きる彼が，最後に否定される

まで.誰もの意識を支配して，過去の亡霊に付きまとわれるアセンダンシー末商の世界が

繰り広げられる。リッチーはその H記に，これこそ彼交がその力illを出し切って執筆した

傑作で、あり. r我々が共に抱く人生に対する幻想J(our shared illusion of life)を表現し

ていると認め，自分がいなくては書けなかった作品で、あると，荷揚した気持ちを隠し切れ

ないように言己している。51

ボウエンの手紙に示されるのは， リッチーへの一貫した愛と信頼であり.その点での揺

らぎはみられない。一方， リッチーの日記は，比i絞的冷静な出会いの描写から始まり.ボ

ウエンとの関係に対しでも.自らの結婚やその後の生活に対しでも.複雑になっていくに

連れ.さまざまに思い乱れ.遼巡する心のうちを記録する。多忙を極める公的な生活の背

後で，信じ難いほど迷いの多い私生活が営まれていた。しかしながら.一つだけ確|古!とし

て動かないことが見山される。それは.ボウエンのtl:'Ji.振りを称え.その作品を愛する態

度である。三人だけでボウエンズ・コートで過ごす短い時間の中でも.ボウエンは一定時

間机に向かつて筆を走らせる。その行為に対して敬語;をもっては守るリッチーは， r感情

の|1!日!泊」を話し尽くそうとして過ごした時間を悔い， r もっと而 I~I ~、ことを話すべき J と

悟るのであるが，それに続けて.彼はボウエンのことを「この 111:代を代表する知性の一

人J(one of the minds of the generation立)であると }liきつけている。

ジェイン・オーステインを範として. r荒々しさ」も知った上で「抑制」を学びたいと

述べた 53ボウエンは.感情を正確に描写するたった一つの方法は. r激情に駆られない控

えめな表現J(dispassionate understatement剖)であると言うが.手紙では時に陳腐な表

- 80-



共立凶際研究第28号 (2011)

現に陥るほど，飾り気なく，思うままを綴っている。「アングロ・アイリッシュという階

級に属することは，何て得なのでしょう，無の中に立場を維持する術を身につけられるの

だから…J55という言葉は.近年の「無」という観点からボウエンとベケットを比較する

研究にも資する深さを感じさせるが.自発的に参戦したアングロ・アイリッシュとカナダ

の兵士たちを誇らしく一組めにしてみたり，ダプリンの秩序正しさに対して，ロンドンを

粗暴で卑俗で雑然としていると言ってみたり…推献を重ねた作品中には決して見出せない

であろう表現も少なくない。

そのボウエンが紡ぎだした作品の数々に通底することとして，凡帳一面な描写や端正な記

述の中に，不思議なほど唐突な不協和音が聞こえてくることを挙げ得るであろうか。軽い

ユーモアにも緊迫した光景の中にも なぜか感じられるのが読み手の心を動揺させる「乱

れJのようなものである。それは，蓋を外してしまった時に見えてくる真実と関係してい

るのかもしれない。アングロ・アイリッシュらしく現実に対して無頓着な振りをして，幻

想を優雅に生きる中で，急に襲ってくる孤独や焦燥なのであろうか。ボウエン自身も. リ

ッチーに対して，もったいぶった評価を下す批評家たちが，彼女の作品にある「粗野な.

ある意味でみだらな (somethingcoarse， in a way vulgar)部分Jを読み落としている，

と不満をもらしている。56

エリザベス・ボウエンを，同時代のレベッカ・ウエストやアイヴィ・コンプトン=パー

ネットなどと共に， i古典的リアリズムとモダニスト的実験主義の境界に漂うJ作家であ

ると，モード・エルマンは研究書の冒頭で位置づけている。57文学史的にみると，そのよ

うな表現に落ち着くのかもしれない。そして ボウエンの場合 アングロ・アイリッシュ

であるという運命に定められた「境界を漂う」経験が，さまざまな作品の背後に，周聞に.

ときには前面に影響を与えていることを否定できないであろう。自らが拠って立つ場であ

ったボウエンズ・コートが11!~に帰して，それ故にかえって今もその館が象徴していた世界

に生きることができると語ったボウエンは問激動の 20世紀前半から中頃を一見優雅に生

き抜きながら，何かの瞬間に幻想を突き破って見えてしまう現実を認めて， r最後の 9月』

のネイラ一夫人と同じように，内心動揺し傷ついていたのではないか。

さらに，エルマンは上記に続けて，ヴァージニア・ウルフ E.M.フォースター，グレ

アム・グリーンなど同時代作家たちに比して，ボウエンの作品が「倫理的に，心理的に，

文体的に，常に我々の分類を超える」ことを指摘しているが.作品だけでなく.ボウエン

が最も素直に自らの心のうちを吐露した書簡にも.分類を超えて多様な側而がi軍然として

見出され. しかもそこにもその調和を破る不協和音が不意に響くことがあり，読み手を掴

んで離さない。そしてその背後には，実生活における一国と国との，あるいは私生活上の

一境界，否，挟間を， il主として歩んで、いくボウエンの姿が浮かび上がってくるのである。

*本論は，平成 19-22年度科学研究費補助金基盤研究 (C)[諜題干寄り・ 19520256]の研究
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成果の 一 昔11である。平成 20年 10月RoyalIrish Academyの学会 "Th巴 BigHouse in 

Tw巴ntiethCentury Irish Writing"に参加|できたことを.1)1:せて感謝したい。

Elizabeth Bowen (1939. Bassano栂影)

National PO町aitGallery所収

(注〉

l この表現を最初に使ったのは. 1951年出版JocelynBrooke. Elizabeth Boωenであると言われる

が，その後ボウエン批評に頻出する。

2 Elizabeth Bowen.“Woman's Place in the Affairs of Man." Peotle， Places， Thi1/gs: Essays by 

Elizabeth Bowen (ed. by Allan Hepburn). p. 378. 

3 The Bowen NewsLette1' (ed. by Andrew Benn巴tt& Nicholas Royle) も. 1992年冬にt:IHリ(Vol.

1. No. 1)され，ボウエン研究の先駆的な役割を担ったがφ1995-96年版 (Vol.3)まで 6情で

廃刊となり. 90年代前半はまだ緩やかなまのきであった。

4 Ian D'Alton.“Courting Elizabeth Bowe札"The hish Review. Summer 2010. p. 128 

5 Hermione Lee. Elizabelh Boωeu. p. 2. 

6 Clair 羽Tills.“In the Fabric." Times Literary 5uttle押Lellよ3 J uly 2009. & Rosemary Hill. “五月hitten

out of Revenge." LOlldon Review 01 Boo!?s. 9 April 2009 

7 Love's CiviL War. p. 9. 

8 The Siren Years: UndψLomatic Diaries 1937-1945 (Macmillan. 1974). DψLornatic Passtort: 

MoreαudψLomatic Diaries 1946-1962 (Macmillan. 1981). Stonn SignaLs， 1962-1971 (Mac-

millan. 1983) 

9 Eibhear Walshe (巴d.).ELizabeth Boωen Remembe1'ed: The Farahy Addresses. Four Courts 

Press. 1998. 

10 Victoria Glendinning. Elizabeth Bowell. p. 78. 

11 Love's Civi/ War. p. 445. 

12 the New Statesman， the TatLer， the S.ρectatm'， the Listener， the Observer， Vogue， Harter's Ba-

zaar， Horizon， MademoiseLle， Night and Day， Homesωld Ganlens， House and Garden， Holi・

day， the Londoll Nfagazille， Eve， Woman's Day等々多数の雑誌に寄稿。

13 イギリスからアイルランドへ 12世紀以降 征服や侵略によ って入植した人々の邸宅て 18世紀

には独特の文化が開花する。その館を所有する支配階級を Ascendancyという 。

14 “Coda." Love's Civil War. p. 468. 

15 "19 December 1973." Love's CiviL Wm'目 p.475 
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16 D'Alton，oρ.cit.， p. 134， 

17 ボウエンの後期小説のタイトルであり ， 1，:1'，なアイルランド系カナダ作家 JaneUrquhartが本

書:をまとめてJTJ，、た常業でもある。

18 編集ノートは，多くのラヴレターに比られるような繰り返しは，大幅にl'jlJ除したことを告げてい

るが.それでも愛を伝える言i'~は繰り返される。 Love's Cil'I1 War， pp. 16 -17. 

19 Eibhear Walshe， Elizabeth BOlcen Remembered， p. 9. 

20 Edrnllnd Spenser， A View 01 the Presellt Slate ollrelal/(l， 1596， Pllblished in 1633. 

21 ‘A curse of Crornwell on you!'という l呪し、が，アイルランド人にとってiはも恐ろしい言葉であっ

たと，長編詩 CrolJlwellの拾i:'ftーである詩人・ TCD教授 BrendanKennellyは誇っている。 (2008

年1O}jTCDにて1M談)

22 Glendinning， ot.cit.. p. 26. 

23 lbid.. p. 82. 

24 Elizabeth Bowen，“The Mlllberry Tree，" Collected 1mρressiolls， p. 189 

25 Elizabeth Bowen，“The Big HOllse，" Collecled lmtresslυns. p. 196 

26 Elizabeth Bowen， Bowen's Courl， p. 459. 

27 Roy Foster，“Irish and Regional: Locale in Elizabeth Bowen's Writing，" Elizabeth BOlcen Re-

membered， pp. 23 -24， & Lltck & t1ze lris1z， p. 150. 

28 Glendinning， ot.cit.. p. 135. 

29 Jack Lane et al.， Elizabelh Bowen: More 01 her es.戸iO/lager，ゆortsIrolll lrelalld to vVi/lston 

Churchill， Aubane Historicコ11Society， 2009， pp. 32 -34.このパンフレットを作成した組織に対し

ては，フォスタ一等版!と学汗から~!Íì，、批判が向けられているが，ボウエン執筆報告書の要旨を窺

いj;llることはできると以われる。

30 Love's Civil War， p. 25. 

31 Tlze lrish Times， March 24， 1975， quoted in Glendinning， ot.cit， p. 203. 

32 Love's Civil War， p. 57 

33 J ack Lane et al.，ゆ.cit. 30ページほとマの小IlIt子にボウエンの報告が繊められている。

34 Glendinning， 0ρ. cit， p. 203. 

35 Love包CivilWar， p. 165 & p. 167 

36 イースター蜂起首謀{i'の l人として処刑された TornClarkeの妻 Kathlel汀1Clarke. 

37 B。、，ven，“Noteson Eire，" in Lane， ot.cit.， p. 11. 

38 Love's Civil War， p. 176 

39 Elizabeth Bowen，“Ireland Makes Irish，" Peotle， Places， Thillgs， p. 155. 

40 Robert Fisk， lu Time 01 War， qlloted in I-lerrnione Lee，。戸.cit..p. 8. 

41 Elizabeth Bowen，“Preface to The Last Settembe〆， (1962)， quoted in “Foreword" by Spencer 

Curtis Brown in Bowen， Pictlυ'es and C(}}/versatio/ls， p. xxix. 

42 Elizabeth Bowen， The Last Setlember (ed. by. Glendinning)， p. 66. 

43 この戦争に対するイギリス11i1Jの名称は災なり， Anglo-Irish Warとなる。

44 The Black and Tansと呼ばれる.アイルランドの反乱鋲圧にイギリス政府が派遣した警備隊で.

柄の :ll.~い下級兵 1:が多かったことで主11 られるが.ボウエンは彼らよりも将校やその妻たちを郷検

している。

45 Elizabeth Bowen， The Last Settember (ed. by Glendinning)， p. 178. 

46 多くのアイルランド作家がフランスへの思い入れを表現してきたが，ボウエンも独特の熱い!必的

を大陀に対して，ねーにフランスに対して，随筆や手紙に火している。

47 The Last Settember.. p. 206. 

48 Joe Cleary， 
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49 Love's Civil War. pp. 88 -89. & 112 -113. 

50 lbid.. p. 124. note 135. 

51 lbid・.pp. 198 -199. 

52 lbid.. p. 197. 

53 Bowen.“What Jane Austen Means to Me." Peotle， Places， Things. p. 230. LCWにも作家は

‘elegant or cosy'でなければならないが. Austenは両方を兼ね備えていると述べている (p.86)。

54 Elizabeth Bowen's lrish Stories (ed.by Glendinning). p. 7. 

55 Love's Civil War. p. 54. 

56 lbid・.p. 229. 

57 Maud Ellmann. Elizabeth Bowen: the Shadow Across the Page. p. x. 

58 Bowell's Court. p. 457. 
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The Hotel. Jonathan Cape. (1927)，1981. 

The Last Settember. Vintage， (1929).1998. 
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Life-illusion and Disharmony in Elizabeth Bowen: 

Caught between lreland and England 

lkuko Mizunoe 

Love's Civil H匂r，Pllblished in 2008， consists of letters and diaries written dllring the 30-year 

love affair of Elizabeth Bowen and Charles Ritchie. Elizabeth， already a well-known Anglo-1rish 

‘writer of sensibility，' was married when they first met in 1941. Charles， a Canadian diplomat 

placed in London， got married some years later， and progressed at work to sllbseqllently become 

Ambassador to the United States and to the United Nations. 

SlIch a high-powered cOllple's extra-marital relationship was sllstained mainly by constantly 

writing to each other. They were never together for more than a week at a time， or more than a 

few times a year. 1n particlllar the letters Elizabeth wrote reveal her heart abollt their love， their 

friends， her problems with money， abollt literatllre and politics-virtllally everything that she felt 

and thollght. Natllrally the book arollsed strong interest among specialists of Bowen， and of Anglo 

1rish literatllre. Long review articles were written in both TLS and in LRB. 1n view of the recent 

rediscovered appreciation of Elizabeth Bowen， this book is bOllnd to be analyzed from many differ-

ent viewpoints. My aim is to examine it from the perspective of her Anglo-1rishness. 

The word 'Anglo-1rish' may now be considered an anachronism in itself. Elizabeth Bowen， 

however， seems to have always been consciolls of this aspect. One critic points Ollt her ‘wish to 

ollt-English the English by being impassibly fashionable and correct.' 1n any case‘the dilemma of 

being 1rish in England and English in 1reland' inflllenced her life and work tremendously. When 

the background of rebellion and war is taken into aCCOlll1t as well， the layers of complexity grow. 

The purpose of my short paper is to explore how this aspect of Bowen helped to produce‘dishar-

mony' seen throllgh the experiences of loss and betrayal described in her works as well as what 

Charles Ritchie called her‘life-illllsion.' 
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